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概要
株価の数値時系列データからその値動きを説明す

る市況コメントを生成するタスクにおいて，プロン
プトに含める少数ショット事例の選択方法が性能
向上のために重要であることを述べる．従来，少数
ショット事例は無作為に選択されており，その選択
方法に関しては十分に研究されてこなかった．本研
究では，類似する数値時系列データからのコメント
や同一時点でのコメントの傾向が類似しているとい
う特性を活用し，これらを少数ショット事例として
プロンプトに含める手法を提案する．評価実験にお
いて，ランダムに選択された事例を使用するベース
ラインと比較し,提案手法が代表的な評価指標であ
る BLEU，METEOR，BERTScoreをいずれも向上さ
せた．

1 はじめに
市況コメント生成は，日経平均の値動きを表現し

た数値時系列データを入力とし，値動きを説明する
テキストを出力する Data-to-text タスクの一つであ
る．このタスクでは，従来，事前学習済みのニュー
ラルネットワークを学習データを用いて，ファイ
ンチューニングする手法が主流であった [1]．近年
は GPT等の大規模事前学習言語モデルにプロンプ
トを与え言語生成する少数ショット学習 (few-shot
learning) が注目されている [2]．そこで，本研究で
は，市況コメント生成を少数ショット学習で解く
問題設定に着目し，プロンプトに含めるべき少数
ショット事例の選択することで性能を向上させる手
法を提案する．
少数ショット学習は，文書分類，質問応答，機械

翻訳など幅広い言語処理タスクに適用され活発に研
究されている．これらの研究では，「プロンプトの
記述形式」，「プロンプトに含める少数ショット事例
の選び方」，「プロンプト内での少数ショット事例の

提示順」が性能に大きく影響することが指摘されて
いる [3]．市況コメント生成についての既存研究で
は，プロンプトの記述形式に着目するものが存在す
る [2]が，少数ショット事例に着目した研究は存在
しない．既存の少数ショット事例の選択手法では，
極性分析や文書分類において文の埋め込み表現の
類似度を用いる手法，機械翻訳において高速な類似
文字列探索手法を用いることで学習データセット
から類似事例を探索するアイデアが提案されてい
る [3, 4]．一方，市況コメント生成では入力が数値
時系列データであるため，既存手法をそのまま適用
することができない．
そこで，本研究では，図 1に示すように，市況コ
メント生成タスクにおける 2つの特徴に着目した類
似事例探索を行い，プロンプトに含める少数ショッ
ト事例の選択を行う手法を提案する．1つ目は，入
力が数値時系列データである特徴に着目し，時系列
同士の相関係数に基づき事例を選択する手法であ
る．2つ目は，入力の数値時系列データが時刻と対
応付いているという特徴に着目し，配信時刻の近さ
に基づいて事例を選択する手法である．
既存データを用いた実験において，2つの手法は
共に，従来のファインチューニングによる手法およ
び，無作為に少数ショット事例を選択しプロンプト
に含める手法よりも優れた性能を示した．

2 手法
タスク定義: 本研究では，短期系列と長期系列とい
う 2つの数値時系列データを入力として市況コメン
トを生成するタスクを扱う．1日の日経平均株価の
値動きを示した短期系列 𝑆𝑁，過去の日経平均株価
の終値を示した系列を長期系列 𝐿𝑀 とする．短期系
列には，現時刻から時間を遡って，等間隔に記録さ
れた 𝑁 個のデータが含まれている．短期系列 𝑆𝑁 は
株価が記録された時刻を表す系列 𝑇𝑁 と対応づいて
おり，それぞれ，𝑆𝑁 = {𝑠1, . . . , 𝑠𝑁 }, 𝑇𝑁 = {𝑡1, . . . , 𝑡𝑁 }
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図 1 提案手法の処理手順．1)テスト事例の時刻情報や値動きを手がかりに学習データから類似事例を探索し，2)少数
ショット事例としてプロンプトの中で用いる．

と表される．ここで，𝑡1，𝑠1 は，現在の時刻と株価
をそれぞれ表している．また，長期系列において，
𝑀 日前までの系列が含まれるとすると，長期系列は
𝐿𝑀 = {𝑙1, . . . , 𝑙𝑀 }と表される．市況コメント生成は
𝑆𝑁 と 𝐿𝑀 を入力として，現在時刻 𝑡1 における市況
コメントを出力するタスクである．
プロンプト: 図 2 に，少数ショット学習に用いる
プロンプトを示す．まず，1行目に「現在時刻にお
ける市況コメント」を生成するようタスクについて
説明する指示を記述する．「###」に続く 2行目以降
に，少数ショット事例とコメント生成対象とする数
値時系列データを記述する．短期系列のプロンプト
表現では，まず冒頭に「時刻日経平均株価」という
見出しを与える．その後，左カラムが時刻を表し，
右カラムが対応する株価となる表形式のプロンプ
トとして記述する．長期系列については，「日日経
平均株価終値」という見出し行に続き，左カラムに
「1日前」，「2日前」等の生成対象時刻から遡る日数
を記述し，右カラムに終値を記述する．図 2におい
て，少数ショット事例は，予測対象データと区別し
𝑇 shot
𝑁 と 𝑆shot

𝑁 のように，添え字の「shot」を付加して
記載する．「Output」以降の部分には，ショットの正
解コメントである 𝑦shot を記載する．少数ショット
事例についてプロンプトを記述した後，生成対象と
する短期系列，長期系列を同様に表形式で記述し，
最後に「Output:」と記述し，言語モデルに続きを生
成させる．
少数事例の選択: 一般に，少数ショット学習では，
学習データから (𝑇 shot

𝑁 , 𝑆shot
𝑁 , 𝐿shot

𝑀 , 𝑦shot) の組を無作為
に抽出して，少数ショット事例としてプロンプトに
含める．本研究では，数値時系列データが持つ特性
を活用して，同時刻の事例と類似系列の事例の 2つ
の方法によって少数事例の選択を行う:

同時刻の事例 この方法では，予測対象データのコ
メントが発出された時刻 𝑡1の同時刻の事例を学
習データの中から無作為に取得する．同時刻に
発出される市況コメントは，類似している場合
が多く，ショットに含めることで品質の良い市
況コメントが生成できることが期待できる．

類似系列の事例 この方法では，予測対象データの
短期系列 𝑆𝑁 と類似する系列を学習データから
取得し，少数ショット事例としてプロンプトに
含める．これは，類似する数値時系列データか
ら生成される市況コメントは，類似していると
いう仮説に基づいている．本研究では，系列の
類似度を測る指標として，ピアソンの相関係数
を用いる．相関係数が高かった系列を順に並び
替え，ショット数に応じて上位からプロンプト
に含める．

3 実験
本節では，本研究で行った実験について，データ
セット，比較手法，評価方法の順に記載する．

3.1 データセット
本研究では，既存データ [1, 5, 6]を使用した．こ
のデータセットには,数値時系列データと市況コメ
ントが対になった 18,489事例が含まれている．数値
時系列データは IBI-Square 1）から 2010年 12月から
2016年 9月のデータをを取得したものであり，市況
コメントは Nikkei Quick News から取得したもので
ある 2）．
学習データ，検証データ，テストデータがそれぞ
1） http://www.ibi-square.jp/index.html

2） データは契約を結べばダウンロード可能である．データの
再現性を確保するため，前処理のためのソースコードを公開
している．
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現在の時刻における市況コメントを<comment>市況コメン
ト </comment>の形式で出力してください。
###
Input:
時刻 日経平均株価
𝑡shot
1 𝑠shot

1
..
.

𝑡shot
𝑁 𝑠shot

𝑁

日 日経平均株価終値
1日前 𝑙shot

1
...

𝑀 日前 𝑙shot
𝑀

Output:𝑦shot

###
Input:
時刻 日経平均株価
𝑡1 𝑠1

...

𝑡𝑁 𝑠𝑁
日 日経平均株価終値
1日前 𝑙1

...

𝑀 日前 𝑙𝑀
Output:

図 2 少数ショット学習に用いるプロンプトの例

れ，15,035事例，1,759事例，1,695事例となるよう
に分割した．本研究では，既存研究に従い，短期系
列を 1日の取引の中で 5分毎に記録された日経 225
の株価 (𝑁 = 62)とし，長期系列を過去 7日間の株価
の終値 (𝑀 = 7)とした．

3.2 比較手法
ファインチューニングによる手法 (BART)
Murakamiら [1]によるモデルをベースとしつつ，言
語モデルを用いて拡張したモデルで実験を行った．
彼らモデルでは，数値時系列データを多層パーセ
プトロン（MLP）に入力しベクトルに変換した後，
そのベクトルを LSTMの Encoder-Decoderに入力す
ることでテキストを出力している．我々のモデル
では，近年の Data-to-Textタスクの研究でよく用い
られる事前学習済みの Encoder-Decoderモデルであ
る BART [7]3）を用いた．BARTには，事前学習され
た単語埋め込み層が存在するが，本研究で扱うの
は数値時系列データであるため，これらを用いず
に，未学習の多層パーセプトロン（MLP）を新たに
用意した4）．MLPを用いて短期系列と長期系列の 2
つのデータを 768 の固定サイズのベクトルに変換

3） https://huggingface.co/stockmark/bart-base-japanese-news
4） 単語埋め込み層以外のエンコーダ層とデコーダ層は事前学
習済みのパラメータを用いた．

し，5）BARTを用いたテキスト生成を行う．
ゼロショット学習と少数ショット学習
LLM として，対話型大規模言語モデルである
GPT-3.5を使用した6）．少数ショット学習では，図 2
に示したプロンプトの形でそのまま使用するが，ゼ
ロショット学習では，少数事例の記述を省略し，予
測対象データのみを記述する．予備実験において，
ショットに使用されるデータによってモデル性能が
大きく変動することが判明したため，異なる seed値
を用いて事例を 10回抽出して実験し,それらのスコ
アの平均を報告する．

3.3 評価手法
先行研究に従い，自動評価指標として，BLEU，

METEOR，BERTScoreを用いる．なお，BERTScore
の算出には F1スコアを用いる．BLEUは多くの研
究で利用されているが，表層的な単語のみを考慮す
るため十分とは言えない．意味的な類似性の観点に
おいても評価するため，BERTの埋め込み表現を利
用する BERTScoreも用いて評価を行う．

4 結果
表 1に結果を示す．表の上段に LLMを用いた少
数ショット学習での値を示す．少数ショット学習で
の結果については，ショット数を 0，3，5，10と増
やした場合の性能を報告する (0がゼロショットに
対応する)．表の下段は，ファインチューニングに
よる手法の性能である．
少数ショット事例を含めることの効果について

述べる．市況コメント生成タスクはゼロショット
では BLEU，METEOR，BERTScoreの値がそれぞれ
0.01，0.48，60.30と非常に低い値を示し，十分な性
能が得られないことがわかる．3ショットにするこ
とで，無作為抽出するベースラインの値はそれぞれ
8.04，24.85，73.14に大きく上昇する．よって，少数
ショット事例をプロンプトに含めることが必要であ
り，少数ショット事例の選択手法についての研究は
重要である．
同時刻の事例を含める提案手法の効果について

述べる．学習データ中の同時刻に発出されたコメ
ントをプロンプトに含めると，3ショットの設定に
おいて BLEU，METEOR，BERTScoreの値がそれぞ

5） BARTの埋め込み層のサイズが 768であるため，このサイ
ズを使用した．

6） 具体的には，OpenAIの APIである gpt-3.5-turbo-16kを
使用している．
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れ，13.11，30.34，74.86に向上した．無作為に選択
しプロンプトを作成するベースラインでの値は，そ
れぞれ 8.04，24.85，73.14であるから，この提案手
法によりすべての評価指標での大幅な性能向上を確
認した．少数ショット事例を 10ショットに増やす
と，各指標で 17.46，36.33，76.40にまで向上した．
学習データに含まれる類似系列を探索する提案手

法も同様に無作為に抽出するベースラインより良
い性能を示した．特に 10ショットを含める設定で，
類似系列を探索する手法は 17.66，36.52，76.42とす
べての評価指標でもっとも高い値を示した．
従来，事実上の標準であったファインチューニ

ングによる手法 (BART) との比較について述べる．
BART は，3 つの指標において 11.41，30.90，75.94
と無作為に 10 ショットの少数ショット事例を抽
出する手法 (10.67，28.40，74.49)よりも高く，少数
ショット事例による手法開発は市況コメント生成に
対しては難しい問題であることが分かる．一方，提
案手法である「同時刻の事例」と「類似系列の事例」
を選択する提案手法では，BARTよりも良い性能を
示した．この結果は，従来大規模な学習データを用
いたファインチューニングする手法が事実上の標準
であった Data-to-textタスクにおいて，時刻の活用と
いったドメイン知識や類似系列の探索と組み合わせ
たプロンプトの工夫により，良好な結果が得られる
ことを示すため興味深い．

5 関連研究
市況コメント生成は，Data-to-textの設定の一つで

ある．従来，表 [8, 9]，グラフ [10, 11]，タプルの集
合 [12]，数値時系列データ [1, 13, 14, 15]等の非言語
データを対象に研究されている．本研究で扱う数値
時系列データは他の設定と異なり，プロンプトとし
て記述するための表現方法が明らかではない．市況
コメント生成は従来，大規模な学習データを用いて
ニューラルネットワークをファインチューニング
する手法が一般的だが，ゼロショット学習や少数
ショット学習についての研究も始まっている [2]．
少数ショット学習における事例選択手法について

は，極性分析，表からの説明テキスト生成，質問応
答，機械翻訳などの問題において，入力テキストの
埋め込み表現を用いて学習データ中の類似事例を探
索する手法が提案されている [3]．過去の類似事例
をプロンプトに含めることで性能が向上する報告
は，我々が本研究で得た知見と一致する．一方，こ

少数ショット学習による手法
BLEU METEOR BERTScore

0ショット
含める事例なし 0.01 0.48 60.30
3ショット
無作為抽出 8.04 24.85 73.14
同時刻の事例 13.11 30.34 74.86
類似系列の事例 13.14 31.27 75.07
5ショット
無作為抽出 9.49 26.69 73.83
同時刻の事例 13.17 31.30 75.08
類似系列の事例 13.17 30.33 74.86
10ショット
無作為抽出 10.68 28.40 74.49
同時刻の事例 17.46 36.33 76.40
類似系列の事例 17.66 36.52 76.42

ファインチューニングによる手法
BART 11.41 30.90 75.94

表 1 各比較手法の BLEU，METEOR，BERTScore．提案
手法である「同時刻の事例」は無作為に抽出するベース
ライン手法よりも良い性能を示した．，「値動きが類似す
る事例」を選択する手法は同時刻の事例を選ぶ手法より
も良い性能を示した．

れらの既存研究では，RoBERTaなどの事前学習済み
のトークン埋め込みを用いるため，市況コメント生
成のような数値時系列データにそのまま適用できな
い．機械翻訳向けには開発セットでの性能が高くな
るように事例を選ぶ手法が提案されている [4]．こ
の手法は市況コメント生成にも適用できる可能性が
あり，今後適用可能性を検討したい．

6 結論
本研究では，大規模言語モデルを用いた少数
ショット学習による市況コメント生成タスクに着目
し，少数ショット事例を選択する手法を提案した．
実験より，同時刻に記述された過去のコメント，過
去の類似する値動きにおいて記述されたコメントを
プロンプトに含めることで，良好な言語生成能力を
得られることを確かめた．ショット事例の選択を適
切に行った少数ショット学習による提案手法が，従
来，事実上の標準で良い性能を示していたファイン
チューニングによる手法よりも良い性能を示すこと
が分かった．
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